
 

 

・ 患者さまの権利を守ることを第一とする 

・ 患者さまとのコミュニケーションを大切にする 

・ 常に医療倫理の元に行動する 

・ 医療安全管理の基本を怠らない 

・ 良い接遇は良い医療を生み出すことを銘記する 

 ・ 良質で心温まる医療 

 ・ 奉仕の精神 

 ・ 研鑽と謙虚 
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病院長挨拶 

 新型コロナウィルス対策の特別措置法に基づいて緊急事態宣言が出され、

現在不要不急の外出を自粛するよう要請されています。広島県内では比較的

クラスターによる感染が多いようには思いますが、感染者数は都道府県別で

かなり上位を占めています。医療関係者はどうしても現場に出かけなければ

仕事になりませんが、通勤時の風景は大変さみしい状態です。たかの橋中央

病院にはわずかではありますがコロナウイルス感染疑いの方が来院されPCR

検査まで行いましたが、今のところ陰性の患者さんばかりで胸をなでおろし

ています。 

 ワクチンも画期的な治療薬もなく先の見えない戦いに皆さん疲れています。東日本大震災・福島第一

原子力発電所事故により随分ひどい損失と目に見えない放射線被害に悩まされやっと復旧のめどが立

ち、今年の夏予定されていたオリンピックの成功で復興を皆で喜べると期待していた矢先の出来事で大

きな試練です。 

 当院は現在改装工事に入り、院内はその関係で少し混雑しています。この４月多くの新入職員を迎

え、中でも循環器内科と整形外科に常勤医師を、さらには超音波専門の検査技師を迎え一層充実した体

制で、積極的な医療に取り組もうとしたタイミングでのコロナウイルス感染対策で、若干頭を痛めてい

ます。外出自粛のためか受診患者数が減少しています。 

 医療資材も少し手に入りにくく価格も上昇してきています。併設する老健施設には大勢の高齢者が入

所されていますし、万一コロナウイルス感染者が院内で発生したらとひやひやしながら感染対策に勢力

を費やしています。 

 今回いわゆるオンライン診療の利用が緩和されました。外出自粛やコロナウイルスに対する恐怖など

で来院ができない方に認められることになりましたが、これを転機にコンピューターを利用した診断や

治療、データー通信による遠隔医療なども一層発展すると思います。日本は規制が多く、せっかくの技

術を導入するスピードが非常に遅い国です。教育の問題などいろいろありますがピンチは最大のチャン

スです。 

 当院も時代の流れに遅れないように、迅速な対応が必要と思いますが職員全員で進化していきましょ

う。一人ひとりの能力は大変高いものがあります。当院の理念にもある通り常に研鑽し、情報を共有

し、患者さんと共に考え、協同して良質で心温まる医療を追求しましょう。春の来ない冬は有りませ

ん。 

病院長  大庭 治 
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 脳梗塞（特に心原性脳塞栓症）について 

 

脳梗塞とは 

 脳の血管が詰まることで脳組織が短時間で壊死に陥ります．症状としては，

急激な手足の麻痺，言葉の不自由さ，意識障害などが起こります．脳組織は再生

能力に乏しいため，普段からの予防（毎日決められた薬を飲むこと）と，発症時

の速やかな治療（躊躇なく救急車を呼ぶこと）が重要です。 

心原性脳塞栓症  

 最重症の脳梗塞に心原性脳塞栓症があります．心房細動などで心臓にできた血の塊が脳に飛んでい

き，脳血管が詰まります．通常，脳血管の根元が詰まるため，速やかに治療を行わないと，広範囲の脳

組織が壊死に陥ってしまいます。 

心原性脳塞栓症の予防 

 抗凝固薬という血液をサラサラにするお薬を普段から飲んで心臓に血の塊ができにくくすることで予

防になります．以前からあるワーファリン®は調整・維持が難しいこともあり，最近はエリキュース

®，リクシアナ®，イグザレルト®，ブラザキサ®といった新規薬剤が主流になっています．さらに，

アブレーションという血管内を通じたカテーテルから心臓の異常部位を焼灼して心房細動自体を治療す

る方法も盛んに行われています．抗凝固薬が処方されたら毎日服用することが重要です。 

心原性脳塞栓症の急性期治療 

近年になり血栓溶解薬の点滴，血管内を通じたカテーテルを用いた血栓の機械的除去といった手法が広

く導入され，治療成績は劇的に向上しました（図）。これらはできるだけ早く（遅くとも数時間以内）

に治療を開始する必要がありますから，前述の症状（急激な手足の麻痺，言葉の不自由さ，意識障害な

ど）が生じた場合は躊躇なく救急車を呼ぶことが重要です。 

脳神経外科 

 岡村 朗健 先生 



 

 

2020年 入社式 
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 令和２年４月1日（水）、新入職員１３名（医師２名、たかの橋中央病院１１名、陽だまり

１名、訪問看護ステーション1名）を迎え、新年度の入社式が行われました。 

 病院長より、「今、新型コロナ感染症で窮地に立たされています。しかし、これは当院だけ

ではなくほとんどの病院機関で同じ条件です。広島市の中心にある当院は地の利の面では申し

分ありません。ここに新しく沢山の新人を迎え最も重要視される人の和でこの難局を乗り切っ

ていきましょう。」と激励の言葉をいただきました。新入職員も一人一人、自己紹介と決意を

表明しました。 

総務課 西廻 


